
技術指導例

与薬の技術

【到達目標】

筋肉 皮下注射についての基本を習得し、 安全に実施できる

【到達までの期問】

1ケ月～3ケ月

【看、 技術を支える要素】

正しい薬剤知識がある

潔操作が確実に実施できる

患者確認を医師の指示書と照らし合わせて実施できる

患者及ぴ寡族ヘわかりやすい言葉を用いて説明ができる

患者の状態をアセスメントできる

筋肉 皮内注射の実施前 中 後の観察ができる

使用後の器具等を決められた方法で破棄できる

～筋肉 皮下注射～

【研修方法】

匝亘蚕画

際の場面を見

担当者 教育担当者

研修内容 基礎教育での知識と看護技術の確認を行う

筋肉 神経の解剖生理、 薬剤の基礎知識

手順、 施設のルールを講義 演習方式で実施

担当者 実地指‘ 者

研修内容 準備から後片付けまでの場面を見学する

シミユレーシヨン研修 評

厘Σ西

担当者 実地指導者 または教育担当者

研修内容 実施指導者とともに、 実際使用する物品を

用いてシミユレーシヨン研修、 研修後にチエックリス

トを用いて評価する

匝亙 

担当者 実地指導者

研修内容 実際の部署で、 手順に沿って実施する

担当者とともにチエックリストを用い行為を振り返る

 

 

 

 

 



①注射指示箆で患者氏名日付・薬品名 0新人看護臓員の学習準備状況の確認

注射の目的

解剖生理

薬剤に関する知識

注射施行中、 後の観察項目

用法用 実施時間を確認する

手順

②石けんを用いて、流水で手を洗う

③必要物品を準備する

注射指示築、薬剤、 トレイ、適切恋注躬器

注射針、消毒綿、 針廃棄容器、 速乾性摩擦

手指消毒剤、 未滅菌手袋

1.

指導時の留意点

準備

※三原則で確認する

薬剤を取り出すとき

薬剤を注躬器に吸い上げるとき

薬剤を吸い上げた後(空アンプルバ0薬剤名、規格 (om底/omD、注射指

示隻の単位数の確認の指導イアル)

0指示された薬剤の作用 副作用を理解

し、 その患者に適した投与方法なのか、

殻ぜ必要恋のかアセスメントするよう

に、 学習状況の確認と指導を行う

0患者の把握(患者の体格、注射禁忌の

有無、 アレルギーの有無

以上を確認後、準備を見守り、ベッドサ

イドへ同行する(不十分な場合は見学と

し自己学習を促す)

0看護臓員は、注射指示笈が読みにくい

場合や不明瞭恋場合(必要性に疑問を

感じたら)指示した医師に確認する

任があることを指導する

準備の際、 作業は中断しないように指導す

る

途中で他の患者から声をかけられるなど、

業務を中断した場合には、 再度手順の最初

から実施する

1 準備

 

 



2. 実施 2. 実施

①注射の必要性を患者に説明し、承諾を 見守りながら、 不十分な点をサポートす

得る。

②患者の氏名を確認し、注別指示箆とネ

ームバンド、ベットネームを患者とと

もに確認する。

2－1 <筋肉注射>の実施の場合

③注射部位に応じた、安楽な体位をとら

体格、 年齢で注射部位を選定するせる。

上腹至角筬 坐位で肘関節を軽く屈曲し

腰に手をあてる

肩峰から三横指下が目安

長袖を着ている患者の三角筋に注射する

ときは、袖を捲りあげるのではなく、 片袖

を脱いでいただき、 肩を出してもらう。

虫豊筬腹臥位に恋り足の栂指を重ねる

腎部を4分割し、その上外側ν4

区域

患者誤認の防止

患者参画を促す

患者状態のアセスメント

体格、 注射禁忌部位の確認の有無、

アレルギー既往、薬剤の副作用を確認

する

④皮の消毒

⑤注射部位の周りの皮膚を引っ張るよう

に緊張させてから筋肉をしっかり保持

し、注躬器はペンを持つようにして皮

に対して45～90度の角度で刺入す

る

注射部位の選定

注射部位の解剖、 神経の走行を確認する

⑥患者に異常がないかを確認する。

手先のしぴれや強い痛みを感じたらす

ぐに知らせるように、 説明する

神経刺激症状があったら、 直ちに針を

抜き、症状の観察を行い、 医師に報告す

るように指導する

⑦筋肉をつまみあげだ手をはずし、注躬

器を固定し、 もう1方の手で内筒を引

き、 血液の逆流がないことを確認する

 

  

 

 

 


